
選択科目   鋼構造及びコンクリート 

技術士第二次試験 選択Ⅲテンプレート 

 

 
 

  

技術部門   建設部門 

専門とする事項  コンクリート構造物の施工 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２ （２０２５） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 
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○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

1 . C O 2 削 減 を 推 進 す る 上 で の 課 題   

( 1 )  C O 2 排 出 量 基 準 の 整 備  

 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 現 行 設 計 基 準 で は 構 造 安 全 性

や 耐 久 性 等 を 要 求 性 能 と し て 規 定 し て い る 。 し か し 、

C O 2 排 出 量 の 基 準 が な い の で 、 環 境 負 荷 の 少 な い 構 造

物 の 製 作 が 困 難 と な っ て い る ① 。 そ の た め 、 設 計 者 が

C O 2 排 出 量 を 考 慮 し た 材 料 ・ 工 法 を 選 定 で き る 基 準 が

必 要 ② で あ る 。 よ っ て 、 制 度 面 の 観 点 か ら C O 2 排 出 量

基 準 の 整 備 が 課 題 で あ る 。 ③  

 

① CO2 排出量の基準は結論なので、ここでそれを書いてしまうこと何度も同じ話をしているように見

えます。前述では、要求性能としているので、環境性能程度の記述が良いと思います。また、基準

がないことまでが現況説明だと思います。→「・・・要求性能として規定しているが、環境性能に

関する基準は定められていない。そのため、・・・」 

② 結論は、CO2 の排出量基準なんですよね。これは選定するための基準になっていますので、似て非

なるものだと思います。また、構成は、現況→問題点→必要性→結論を意識されていてよくなって

います。しかし、問題点、必要性の整理が十分と言えません。例えば、このケースの場合、次のよ

うな表現、構成が考えられます。※カッコ内は構成を示すもので、実際の記述に必要なものではあ

りません。 

→「・・・基準は定められていない（現況）。そのため、安全性や経済性の確保に偏重し、CO2 削

減等が設計に反映されない（問題点）。カーボンニュートラルの実現にあたっては、安全性、経済

性、環境性能のバランスが取れた設計が不可欠である（必要性）。よって、・・・課題である（結

論）。」 

③ 選択科目Ⅲは、「選択科目」についての問題解決能力及び課題遂行能力を問われています。上記の

修正をしても、「基準の整備」といった課題提起は、専門性といった視点が弱いと思います。 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

( 2 )  C O 2 排 出 量 の 実 態 把 握  

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の C O 2 排 出 量 に 関 す る ラ イ フ サ

イ ク ル ア セ ス メ ン ト は 国 土 交 通 省 調 査 に よ る と 2 0 ％

未 満 と 低 く 不 十 分 で あ る ④ 。 そ の 要 因 と し て 、 排 出 量

算 定 手 法 の 未 確 立 や 、 関 係 者 間 で の デ ー タ 共 有 シ ス テ

ム の 不 備 等 が 挙 げ ら れ る ⑤ 。 そ の た め 、 ラ イ フ サ イ ク

ル 全 体 の C O 2 削 減 に 向 け た 対 策 立 案 ・ 実 施 に 向 け た 実

情 を 把 握 す る 必 要 で あ る ⑥ 。 よ っ て 、 情 報 管 理 の 観 点

か ら C O 2 排 出 量 の 実 態 把 握 が 課 題 で あ る 。 ⑦  

 

( 3 ) コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 寿 命 化  

 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 解 体 ・ 新 設 に は 大 量 の C O 2 が

排 出 さ れ る 。 構 造 物 を 長 期 間 供 用 す る こ と で ラ イ フ サ

イ ク ル C O 2 を 低 減 で き る が 、 現 状 の 維 持 管 理 で は 予 防

保 全 の 実 施 が 不 十 分 で あ り 、 早 期 の 更 新 を 余 儀 な く さ

れ る ケ ー ス が 多 い 。 そ の た め 、 損 傷 が 重 大 化 す る 前 に

こ ま め に 補 修 し て 構 造 物 寿 命 を 伸 ば し C O 2 排 出 量 を 削

④ ライフサイクルアセスメントとは、製品等に対する環境影響評価の手法です。つまり、「手法は２

０％未満と不十分」という構文になっています。何が２０％なのか分かりません。 

⑤ 要因として書いていますが、CO2 排出量の実態把握手法（課題）の解決策を例示しているように見

えます。現状を書いた後は、問題点を指摘すると良いでしょう。 

⑥ 「・・・向けた・・・向けた」と連続しています。課題は実態把握なのですから、後述部分は不要

です。実態把握ができていないから、対策が講じられないといった問題を記述すると良いでしょ

う。 

⑦ ③と同様。 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

減 す る 必 要 が あ る ⑧ 。 よ っ て 、 維 持 管 理 の 観 点 か ら 、

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 寿 命 化 が 課 題 で あ る 。  

 

2 . 重 要 な 課 題 選 定 と 解 決 策  

 「 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 寿 命 化 」 は C O 2 削 減 と

L C C 低 減 の 両 立 が 可 能 で あ る た め 、 最 重 要 課 題 に 選 定

し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

( 1 )  予 防 保 全 型 維 持 管 理 シ ス テ ム の 構 築  

 コ ン ク リ リ ー ト ⑨ 構 造 物 の 点 検 作 業 省 力 化 に よ る 維

持 管 理 コ ス ト 削 減 を 図 る た め ⑩ 、 予 防 保 全 型 維 持 管 理

シ ス テ ム を 構 築 す る 。 I o T セ ン サ ー に よ る 構 造 物 の 常

時 モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し 、 変 状 の 早 期 検 知 を 行 う 。 具

体 的 に は 、 ⑪ 加 速 度 セ ン サ ー に よ る 振 動 特 性 の 把 握 、

電 気 化 学 的 手 法 に よ る 鉄 筋 腐 食 モ ニ タ リ ン グ 、 画 像 解

析 に よ る ひ び 割 れ 検 出 を 行 う 。 得 ら れ た デ ー タ を A I

で 分 析 し 、 劣 化 予 測 の 精 度 向 上 を 図 る ⑫ 。 な お 、 な お 、

⑬ A I は 学 習 し た デ ー タ を 基 に 行 動 す る た め 、 学 習 し

て い な い 事 例 に 誤 っ た 診 断 を す る 恐 れ が あ る 。 そ の た

め 、 新 た な 事 例 は 専 門 家 知 見 を 併 用 し 精 度 向 上 を 図 る 。  

⑧ 現況、問題点、必要性といった構成要素をきちんと整理しましょう。事後保全が主流（現状）→ラ

イフサイクルで CO2 排出量が増える（問題点）→予防保全が重要（必要性）→結論といった整理に

なるのではないでしょうか。情報を集めたら、構文に従って整理することが大切です。慣れないう

ちは、キーワードで流れを作ってから書き始めると良いでしょう。 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

 

( 2 ) 自 己 治 癒 コ ン ク リ ー ト の 採 用  

 補 修 ア ク セ ス が 困 難 な コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 対 し 、

炭 酸 カ ル シ ウ ム 析 出 型 の 自 己 治 癒 コ ン ク リ ー ト （ ひ び

割 れ 幅 0 . 2 m m 以 下 ） を 採 用 す る ⑭ 。 こ れ に よ り 、 ⑮ 微

細 ひ び 割 れ が 発 生 し て も 結 晶 生 成 に よ る 自 己 シ ー リ ン

グ 効 果 で 止 水 性 が 確 保 さ れ 、 中 性 化 や 塩 化 物 イ オ ン 浸

透 を 抑 制 す る 。 な お 、 結 晶 生 成 に は 水 分 供 給 が 必 要 な

た め 、 乾 燥 環 境 下 で の 効 果 が 限 定 的 な こ と に 留 意 す る 。  

 

⑭ 他の解決策と同様に、目的→やることの順で書いた方が良いと思います。また、メンテナンス性は

向上するものの、課題である長寿命化という視点が足りないように感じます。→「・・・構造物の

補修頻度を下げるため、自己治癒コンクリートを採用する。また、自己治癒コンクリートはトンネ

ルなどの止水を目的とした活用にとどまっていたが、これを床板などの構造物に応用しダメージの

自己修復による長寿命化を図る」 

⑨ →「コンクリート」 

⑩ CO2 排出量削減のための長寿命化が課題であるにもかかわらず、省力化やコスト削減が目的になっ

ています。長寿命化するための解決策となるような表現にしましょう。→「予防保全の普及拡大を

図るため、コンクリート構造物の点検作業の省力化とコスト削減を図る。具体的には、・・・」 

⑪ ⑩の修正をした場合は、「例えば」などの接続詞を用いると良いでしょう。 

⑫ 精度向上云々より、ＡＩで何を行うのかをまず書きましょう。点検の省力化として、センシング技

術による点検データ取得、取得データを用いてＡＩで劣化診断という流れを説明した方が良いでし

ょう。そのうえで、個別具体の例をしっかり説明しましょう。その例も、手法を総花的に列記する

のではなく、一つの例を詳細に説明すべきです。 

⑬ →「なお」 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

 

( 3 ) コ ン ク リ ー ト 充 填 性 の 向 上  

初 期 欠 陥 を 防 止 し 耐 久 性 を 確 保 す る た め 、 過 密 配 筋

部 の 確 実 な 充 填 を 実 現 す る ⑯ 。 具 体 的 に は 、 ス ラ ン プ

フ ロ ー 5 5 c m 以 上 の 高 流 動 コ ン ク リ ー ト を 採 用 す る こ

と で 、 内 部 振 動 機 に よ る 締 固 め 技 術 が な く て も 型 枠 内

の 充 填 が 可 能 で あ る 。 但 し 、 型 枠 側 圧 増 大 に よ る 変 形

防 止 の た め 、 打 込 み 速 度 管 理 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。  

 

3 . 新 た に 生 じ る リ ス ク と そ の 対 策  

( 1 )  モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム の 不 具 合 リ ス ク  

I o T セ ン サ ー の 故 障 や 通 信 障 害 に よ り 、 劣 化 状 態 の

把 握 が 困 難 に な る リ ス ク が あ る 。  

対 策 と し て 、 異 な る 計 測 原 理 の セ ン サ ー ⑰ を 組 み 合

わ せ た 冗 長 シ ス テ ム の 構 築 と 、 定 期 的 な 校 正 ・ 更 新 計

画 の 策 定 ⑱ に よ り 、 モ ニ タ リ ン グ の 信 頼 性 を 確 保 す る 。

さ ら に 、 従 来 の 目 視 点 検 と の 併 用 に よ り ⑲ 、 デ ー タ の

⑯ 耐久性が向上するので長寿命化には効果があるのかもしれませんが、課題では「維持管理の観点」

としています。これは、施工上注意する点であり、維持管理の観点ではないと思います。見直した

方が良いと思います。なお、本題はＣＯ２削減なので、ＣＯ２吸収、固定技術などと長寿命化を合

わせた解決策など検討してみてはいかがでしょうか。例えば、コンクリートに塗るアミン化合物な

どが考えられます（耐食性を高める効果で長寿命化され、さらにＣＯ２の固定化も可といった論

調）。そのほかにもあると思いますので、ぜひ調べてみてください。 

⑮ ⑭のとおり、ここからは具体例として述べると良いでしょう。→「例えば、炭酸カルシウム析出型

の自己治癒コンクリート（ひび割れ幅 0.2mm以下）を用いることで、微細ひび割れ・・・」 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

妥 当 性 を 検 証 す る 必 要 が あ る 。  

 

( 2 )  発 注 者 合 意 が 得 ら れ な い リ ス ク   

自 己 治 癒 や 高 流 動 の コ ン ク リ ー ト は 初 期 コ ス ト が 上

が る た め 、 発 注 者 合 意 が 得 ら れ な い リ ス ク が あ る 。  

対 策 と し て 、 従 来 工 法 と の 比 較 に よ る ラ イ フ サ イ ク

ル コ ス ト 評 価 を 実 施 し 、 長 期 的 な 経 済 性 を 示 す 。 ま た 、

C O 2 排 出 量 の 削 減 効 果 を 定 量 的 に 算 出 し 、 カ ー ボ ン ニ

ュ ー ト ラ ル へ の 貢 献 度 を 明 確 化 す る こ と で 、 高 耐 久 材

料 採 用 の 妥 当 性 を 説 明 す る 。         以 上  

 

⑰ 具体的に示した方が良いですね。 

⑱ 述べていることに異論はないのですが、結局点検するものの対象が構造物からセンサーに変わった

だけで、省力化になるのですかね。 

⑲ ここは、ＵＡＶの活用などがより良いと考えます。 


